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スイカは、霜に弱い高温性の作物です。定植時期の目安は、晩霜の心配が
なく最低気温１０℃、最低気温１５℃以上になったころです。一般地の露地
栽培では５月上中旬ごろ、トンネル栽培では４月中下旬ごろになります。

元肥の量は目安として１０㎡当たり成分量で、チッソ１００～１５０ｇ、
リン酸１５０～２００ｇ、カリ１００～１５０ｇを施用します。元肥が多い
と「つるぼけ」をおこし、着果や玉の肥大が悪くなるので注意しま
す。アミノ酸入り液肥を、着果後から定期的に施用すると果実の肥
大や品質が向上します。

スムーズな活着を促すため、定植は晴天の午前中に行い、地温の確保に
つとめます。スイカの仕立て方はいろいろありますが、家庭菜園の大玉
栽培では本葉５～６枚で親づるを摘芯し、子づる４本整枝２果どりがよ
いでしょう。
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最低夜温は１５℃以上必要で、日照不足、チッソ過多、高温、多湿によって茎
葉が軟弱に生長しているときは雌花の着生が悪く、落花が多くなります。そ
の日の朝に初めて咲いた雄花を必ず使いましょう（夕方咲いている雄花
は除去するとよい）。

果実がソフトボール大になったころ、果梗部を上にして変形を防ぎ
ます。
着果後１カ月ごろから、果皮の着色と果肉の熟度を均一にするため
に、玉直しを行います。接地面に突然直射日光をあてると日焼けの
おそれがありますので、２～３回に分けて少しずつ回転させます。
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